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は じめ に

　 ブ ッ ダ グ ヒ ヤは 8世紀の イ ン ド後期大乗仏教 （密教〉の 学匠で ある 。 彼の 生

存年代 は 正確 には わ か らな い が 、 お よそ 8 世紀後半 を活動 の ピー
ク と した もの

と推測 され る 。 ブ ッ ダ グ ヒ ヤ の 密教 が チ ベ ッ トに招 請 され た 時代 は 、史書 に よ

れ ば 2 説が あ り、 テ ィ デ ツ クツ ェ ン 王 （704 −754 ）か 、 テ ィ ソ ン デ ッ ェ ン 王

（742−797？）の 時代 とされ る 。 越 智淳仁氏 の研 究 1）に よれ ば 、 前者 を説 く史書群

は 『バ シ ェ 』
2）の 記 述 に基 づ き 、 後者 を説 く史書群 は 「ブ ッ ダ グ ヒヤ の 書簡 』

（Toh4194 ／ 0ta5693）の 記述 に基づ く。 越 智氏は こ れ らの 記述 に 関 して 、 ブ ッ ダ

グ ヒ ヤ の 著作の 奥書 （c。lophon＞を参照 する こ とに よ り、 後者の 記述 に 史的根拠

の 妥 当性を認め 、 ブ ッ ダ グヒ ヤ の 活動期 を 8 世紀後半 と して い る 3）
。

　 こ こ で は ブ ッ ダグ ヒ ヤの 著作 に 見られる タ ン トラ 分類法や 、 引用す る密教経

典 を参照 し、 8世紀後半にお けるチ ベ ッ トとい う時代状況の なか で 、 彼の 密教

が どの よ うに受容 され 、
い か なる 変容が生 じて い た か につ い て 考えて み た い 。

ブ ッ ダ グ ヒ ヤ の 資料

　 ブ ッ ダ グ ヒ ヤ に 関す る 史料 はすべ て 後代 に 属す る もの で 信 憑性 に 乏 しい が 、

そ の 著 ・訳 は多 く残 され て お り、 そ れ らが もっ と も雄弁に彼 自身を語 っ て い る

と言 え る 。 著作 は 24 あ り、 さ らに加 えて 、
ニ ン マ 派資料 の 中 にブ ッ ダ グ ヒヤ

の 翻訳がある 。
こ れ らの 資料 を分類すれ ば 、 次の ように なろ う4）

。

A ．所作 タ ン トラの 注釈類
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　  『上 禅定品広釈』（T ・h2670 ／Ota3495）

　  『蘇婆呼童子請問経略釈』（Toh2671 ／Ota3496）

　  『金剛摧壊陀羅尼広註宝明』（T・h2680／0ta3504）

　  『金剛摧壊 陀羅尼成就法
一

勇者成就』（Toh2926 ／Ota3751）

　  『金剛摧壊 陀羅尼供養儀軌次第』（T ・h2927 ／Ota3752）

　  『金剛摧壊沐浴儀軌』（T・h2929 ／Ota3755）

B． 『大 日経』注釈

　  『大 日経略釈』（T 。h2662 ／0ta3486）

　  『大 日経広釈』（BhaSy α 〉（T ・h266310ta3487）

　  A 『大 日経広釈』（Vrtti）（T・h2663A ！Ota3490）

C，瑜伽 タ ン トラ 注釈類

　  『悪趣清浄義字釈』（T ・h2624 ／Ota3451）

　  『一 切悪趣清浄曼荼羅儀軌次第』（Toh263610ta3461 ）

　  『タ ン トラ義入 』（T ・h2501 ！Ota3324）

D ．秘密蔵注釈類

　  『潅頂義決択』（T・h4634・1・Ota4722）

　  「金 剛薩堙幻化網光明 次第亅（T ・h4643 ／0ta4731）

　  『道荘厳 』（T ・h464810ta4736 ）

　  『心滴論 』（T 。h465010ta4738 ）

　  『金剛薩墟 幻化 網 タ ン トラ 吉祥秘密蔵 眼釈』（T ・h4668 ／0ta4756）

　  『忿怒幻化潅頂曼荼羅 金剛業次 第』（Toh4673 ／0ta4761）

　  『幻化潅頂根本広釈』（T ・h4674・／・Ota4762）

E．そ の 他

　  『瑜伽分別除障』（T ・h24561 ・Ota3284
，
　 5449）

　  『吉祥金剛手 成就法』（T・h2865 ！Ota3687）

　  『業方便』（T ・h2928 ・／・Ota3754 ）

　  『曼荼羅法略摂』（Toh3705 ／0ta4528）

　  『曼荼羅作法儀軌』（Toh3761 ！Ota4581
，
5439）

　  『チ ベ ッ ト王 と人民 へ の 師 の 書簡 』（Toh4194 ・／・Ota5693）
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ブ ッ ダグ ヒ ヤ所説の 経典 カ テ ゴ リ
ー

　上 記 の ブ ッ ダ グ ヒ ヤ の 資料は 経典成立 史論 的 な視 点か ら分類 した もの で あ

る 。 これ らの 著作 の ほ か に 、 その 中に引用 され る典籍、 及 び思想 を も射程 に 入

れ な くて は な らない
。 こ こ で はブ ッ ダグ ヒ ヤ の 諸注釈 に見出 され る タ ン トラ 分

類 法 を参照 して み た い
。 その カ テ ゴ リ

ー
は それ ぞ れ の 著作に お い て 少 しずつ 異

なる 。 それ を整理 すれ ば以 下の よ うに なろ う。

三．r大 Sヨ経略釈』　（D3a ＿b ／P．4a−b）

　　　　　　　　　　　　 十地経 、 宝雲経 、 無尽意経

　　　　　　　　　　　　：輩昧王経、華厳経 ‘入法界品〉、般若経

　　　　　　　　　　　　：底哩三昧耶経、三 身頂髫 （悪趣清浄 ？〉、 金 剛手潅頂経 、

　　　　　　　　　　　　 大 日経

　　　　　　　　　　　　：真実摂経、吉祥勝初

匳蜜・
波 羅 蜜 行　 ：十

甚 深 広 大 　 ：輩

真 言 門

所作 タ ン トラ　 ：底

　 　 　 　 大

瑜伽 タ ン トラ　 ：真

2 ，『大 日経広釈』（Bhdsya，　D ．65a−b・／・p．77a−b＞

波羅蜜門
有　 所　 得 　 ：律 ・経蔵、ア ビダル マ

、 長者勇施請問経な ど

甚 深 広 大　 ：華厳経 （入法界品）、十 地経 、 三昧王経　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 航

有　 所　 得　 ：蘇悉地経 、 持明蔵等の 所作 タ ン トラ

真 書 門 ウバ ヤタントラ　 ：大 日経 （瑜伽 タ ン トラ で もある）

甚 深 広 大　　：真実摂経

3，『上禅 定品広釈亅（1）．3a ／P．3b
，
　D，9b・／・P．12b ）

所作タ ン トラ 蘇悉地経、蘇婆呼経、吉祥儀軌集、金鰯頂髻 経、上禅定品

個別 タ ン トラ 大 日経 、 金剛乎潅頂経 、 菩提場経 、 持明蔵

瑜伽 タ ン トラ 真実摂経 、 金剛頂経

4 ．『タ ン トラ義入」

瑜伽 タン トラ 真実摂経 、 吉祥勝初 、 超勝三 界経、金剛頂経 、

一
切儀軌集

一
すで に そ の 大乗経典 との 関わ りか ら見た ブ ッ ダグ ヒ ヤ の 教学背景 に つ い
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て は考察 した こ とが ある の で 5）
、 こ こ で は彼 の 密教 経典の 分類 法に注 目して み

よう。 彼の タン トラ分類 法は主 と して所作 と瑜伽 タ ン トラの 二 分法を用い
、 か

つ 二 分法か ら三 分法へ の過渡期 の 分類法 とされ る6）
。 その 分類上 の 問題点 を指

摘 して み よ うD

（1）『大 日経』は 、 所作 タ ン トラ 、 瑜伽タ ン トラ 、 ウバ ヤ タ ン トラ 、 個別7） タ

　 ン トラ に分類 され る （ちなみ に後世の 「行 タ ン トラ」 とい う呼称 は用い てい な

　 い ）。

（2）『金剛手潅頂 タ ン トラ』は所作タ ン トラ 、 また は個別 タ ン トラ に分類 され

　 る 。

（3）『三 身頂髻 』は 「悪趣清浄タ ン トラ』 と考えられ る8）
。 こ れ は一 般 に 瑜伽

　 タ ン トラに 分類 される が 、 ブ ッ ダグ ヒ ヤは所作 タ ン トラ に分類す る 。

（4）『吉祥儀 軌集』 と 『
一

切儀軌 集」 は 同 じタ ン トラを指す と思わ れるが 、 所

　作 タ ン トラ 、 また は瑜伽 タ ン トラ に分類 され る。

一 上 寵 の 分類上 の 問題点 を うかが うに後世 にお い て み られ る タ ン トラ分類 法

（四 種 ・五 種 ・七 種 タ ン トラ な ど） をブ ッ ダ グ ヒ ヤ は 考えて い ない こ とが わ か る 。

また タ ン トラ を分類す る とい う慧識がそ こ に見 られ て い た か どうか さえ疑問な

ほ ど 、 曖昧 な分類 を して お り、 1 つ の 経典 は カ テ ゴ リ
ー 問 を自由に行 き来 して

い る 。 また後世確立 され た 分類法 とはお よ そ異 なる分類 を して い る。 『大 日経』

につ い て い えば 、 後世 にお ける タ ン トラ分類法は行 くcarya ） タ ン トラ とす るが 、

ブ ッ ダ グ ヒ ヤ はそ うい う呼称 を用 い ず 、 各注釈書 にお い て 、所作 ・瑜伽 ・ウバ

ヤ ・個 別 タ ン トラ と 、 ブ ッ ダグ ヒ ヤ が用い るすべ て の タ ン トラ 分類に 『大日経』

を配当 して い る。
こ れ は い まだ ブ ッ ダ グ ヒ ヤ の 時代 、 イ ン ドに お い て 密教経典

の 分類 が確定 ・整理 され て い なか っ た とい うこ と、 さ らに 1 つ の タ ン トラ に さ

まざまな要素が ある と理 解 され て い た こ とを意味す る。

『一 切儀軌集』（Sα rvakalp αsα mucc αンα）につ い て

　こ こで 先行研究9＞に基づ い て 、 分類上 の 問題点の 第4 に挙げた ト 切儀軌集」

に つ い て 考察 した い
。 『

一
切儀軌集」 とい うタ ン トラ に焦点 をあて る こ とで 、
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ブ ッ ダ グ ヒ ヤ の 密教が どの よ うに 受容 され て い た か を うか が い 知 る こ とが で き

る 。 こ の タ ン トラ に 言及 す る ブ ッ ダ グ ヒ ヤ の 記 述 を 、 以 下 に ご く短 い 要文だ け

示 して お く。

（1）「上禅定品広釈』

　 a ．「あ らゆ る所作 タ ン トラ の
一

般の 儀軌 を集め た タ ン トラで ある 「聖 蘇

　　悉地 経』 と 『蘇婆呼経 』 と 『吉祥儀軌集』等 と… …」（D．9a　1　P．11b）

　 b，「『吉祥 儀軌集』の 中に 、 法無我 その もの を学 ぶ べ きこ と 、 本尊瑜伽 に

　　 関す る経 文 は 甚 だ 多 く示 さ れ て い る か ら こ こ に は記 さ な い
。 」（D ．9b ／

　 　 P．12b）

（2＞『タ ン トラ 義入 』

　 a ，「
一

切 の 瑜伽 タ ン トラ の 密意 を釈 した 『一 切儀 軌集』の 中 に も… …」

　 　 （D ．10a ！P ．12a）1  ）

　 b ．「「
一

切儀軌集』 の 中に は 、 満 月輪上 に 、 第二 の 満月を修習する こ とを説

　 　 い て お り…」（D ．16b ／P．18b）11）

　 C ． 「『
一

切儀軌集』の 「護 摩 法」 の 中に は 、

… …
（D．84a ／P ．90a）

12）

一 『タ ン トラ 義入』に引用 され る 『一切儀軌集』 とい うタ ン トラ は
、 酒井真

典博士 が金剛頂 十入 会 中の 第三会 「
一

切教集瑜伽」 に比定 した タ ン トラで 、現

存の 『金剛頂大秘密瑜伽 タ ン トラ亅（V（ijraSekh αrαm αhaguhyαyogαtantrα ，
　Toh4801

0tal13）の 前 半部 に相 当 し 、 そ の 後半部は 第二 会 「
一

切 如来秘密王 瑜伽 」 に相

当す る と推定 され る 、 『真 実摂経 』の 釈 タ ン トラで あ る13）
。 現存する 「金剛頂

大秘密瑜伽 タ ン トラ 』は 、 それ ら成立基 盤の 異な る 2 つ の タ ン トラ を後世 に 編

集 した上 で 1 つ に ま とめ た もの で あ る 14）
。 ブ ッ ダ グ ヒヤ は 前者を 「一 切儀軌集』、

後者 を 『金 剛頂 タ ン トラ』 と称 し呼 び分 け て お り、 ブ ッ ダ グ ヒ ヤの 時代 （8 世

紀後半）、 さらに ア テ ィ
ー シ ャ の 時代 （11世紀頃）にお い て も15）

、 なお両者は 別

行の タ ン トラ と して イ ン ドに存在 して い たが 、 それ らは現存 して い ない
。 だ が

「タ ン トラ 義入』 に引用 され る 『一 切 儀 軌集』 の 文 は すべ て 現 存の 『金 剛 頂 大

秘密瑜伽 タ ン トラ』中に見出 され る 。

　ペ ー
ツ ェ ク作 「デ ン カ ル マ 目録亅（T ・h4364 ／ Ota5831）の 「真言 タ ン トラ 部」

（D ．301a ／ P．361b ） に 『一 切儀軌集 』と思 われ る タ ン トラ を載せ て い る 。 そ の
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「真言 タ ン トラ 部」の 内容 を見て み よ う16）
。

真言 タ ン トラ部

『聖不空羂索大儀軌』　 7800偈　26 巻以 上

『聖最勝明経』　 4500 偈 15 巻

『聖金剛手潅頂 タ ン トラ 』　 3600 偈　12 巻

『一 切 タ ン トラ 集』　 12巻 17）

『聖蘇悉地経』　 2100偈　7巻

『聖 大 日経』　 1950偈　6巻　150偈

　その 注釈　阿 闍梨 ブ ッ ダ グ ヒ ヤ作　2300 偈　 7 巻　200 偈

『聖一
切悪趣清 浄威 光王 儀軌』　 700 偈　 2 巻　100偈

　その 注釈　阿闍梨 ブ ッ ダ グ ヒ ヤ作　3000 偈　10巻

『聖蘇婆呼請間経』　 350 偈　 1巻　50 偈

　 そ の 注釈 　500 偈　 5 巻

『聖 上 禅定 品』　 110偈

　そ の 注釈　阿 闍梨 ブ ッ ダグ ヒ ヤ作　900 偈　3巻

一 こ こ で は 9聖 典 、 4 注釈 の 合計 13点を記 す の み だが 、 こ こ に記 され る 4 注

釈 （r大 日経略釈亅、「悪趣 清浄 タ ン トラ義釈』、『蘇婆呼童子請問経略釈』、『上 禅定品広釈』）

がすべ て ブ ッ ダ グ ヒヤ 作 で あ る 。 『デ ン カ ル マ 目録 』の 中に ブ ッ ダ グ ヒ ヤ の 密

教が 典型 的 に示 され て い る と言 え る 。 裏を返せ ば こ の 『デ ン カル マ 目録 』に示

され た密教 が 、 当時の チ ベ ッ ト仏教が 受容 しうる密教 の 限界点 、 すなわち ど こ

まで ブ ッ ダ グ ヒヤ の 密教 を受容 しえ るか を示 して い る と言 え よ う。

　上 記 の 9聖 典の うち 『一切 タ ン トラ 集』の みが 現存 して い ない
。

こ れ はブ ッ

ダ グ ヒ ヤ と 同 時代 に Mafiju が 翻 訳 した と 、 チ ベ ッ トの 史 書 『賢者の 宴』

（Mkhas 　pa
’
i 〔lga　st・n ）は伝 えるが ユ8）

、 後世散佚 した もの で あろ う、
こ れ の み が

現存 して い ない
。

ペ ー
ツ ェ ク の 『デ ン カ ル マ 目録』 中の 「真言タ ン トラ」部分

は 、 そ の ほ とん どが ブ ッ ダ グ ヒヤ の 密教 に つ い て 示唆す る もの で あ るが 、 しか

る に そこ に記 された 『
一

切 タ ン トラ集』だ けが なぜ 西 蔵大蔵経 中に残 っ て い な

い の か 。

　『デ ン カ ル マ 目録』中に記 され た 「一 切 タ ン トラ集』（rGyud 　hun　las　bdus　pa）
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と 、 ブ ッ ダ グ ヒ ヤが 『上 禅定品広釈』で 指摘す る 『吉祥儀軌集』（dPat　rtog 　pα

bsdus ρα〉 と
、 「タ ン トラ義入 』で 引用す る 『一 切儀軌集』（rTog 　pa　thams 　cα d

bsdus　pa ）、
こ れ らは すべ て 同 じ タ ン トラ を指示 す る もの で は な か ろ うか 。 資料

が少ない 中で の 断定は 避け な くて は な らない が 、 す で に酒井真典博士 19）が示

唆 した ご と く、
こ れ ら は同 じタ ン トラ （また は近接する タ ン トラ） を指示 す る も

の と推測 され る 。 『デ ン カ ル マ 目録 』に つ い て い えば 、 そ の 目録 記載 の 密教 経

典類 が ほ と ん ど ブ ッ ダ グ ヒ ヤ の 密教 を示唆す る もの で ある し、 ブ ッ ダグ ヒ ヤ が

援用 する経典類 か ら推測 す る か ぎ りこ の 『
一

切 タ ン トラ集』 とい うタ ン トラ が

『一 切儀軌集』 を指示する可能性 は 高い
。 「上禅定 品広釈』の い う 『吉祥儀軌集』

が 『
一

切儀軌集j に直結す る か どうかは引用文が見出 され な い の で 不明 とい う

ほ か ない
。 こ の タ ン トラが所作 タ ン トラ に分類 され 、か つ 本尊瑜伽 を体系的 に

説 くとされ るの は 、 タ ン トラ の 性格 と して あま りに もあ りふ れ た もの で 、 『
一

切儀軌集』の 性格 と結 びつ くよ うで い て 直結する もの で は ない
。

こ こ は や は り

『吉祥儀軌集 』とい うタ ン トラ が 別 に 存在 した と考えるべ きで あ ろ うか 。 決 め

手 は な い が 、 『儀 軌集』（Kalp αsamuccay α ） と呼 ばれ る タ ン トラが ブ ッ ダ グ ヒ ヤ

の タ ン トリズ ム に非常 に有力 な本尊瑜伽 の 理解を提供 して い た とい うこ とだけ

は指摘 で きる 。 よ しん ば こ れ らがすべ て異 な る タ ン トラで あ っ た として も、 ブ

ッ ダグヒ ヤ の 密教理解 に密接 に関わ りなが ら 、 そ の 輪郭が 不鮮明な タ ン トラ が

あ っ た こ とを、 どの よ うに捉 える べ きで あろ うか 。

　 当時の チ ベ ッ トで は密教経典 （と くに瑜伽 タ ン トラ）の 翻訳が規制 され て い た

と考 え られ る 。 チ ベ ッ トの 史書が伝 える とこ ろ で は 、 ブ ッ ダグ ヒ ヤ は 『タ ン ト

ラ義入』、 『大 日経略釈』、 『上 禅定品広釈』の 3著作 を寄贈 した と明 らか に 伝 え

るが 、 『真 実摂 経』 とそ の 釈 で あ る 『タ ン トラ 義入 』 は 『デ ン カ ル マ 目録 』 に

は記 載 され て い ない
。 瑜伽 タ ン トラが

一
律 に 却下 され て い るわ けで は な く、 た

とえば 『悪趣清浄 タ ン トラ』は その ブ ッ ダグ ヒヤ の 注釈 とと もに翻訳 され て い

る 。 しか し 『悪趣清 浄 タ ン トラ』が当時に瑜伽 タ ン トラ と認識 されて い たか ど

うか は疑 わ し く、 先の カ テ ゴ リ
ー

で 見た よ うに ブ ッ ダ グ ヒ ヤ は所作タ ン トラ と

認識 して い た もの で は な か ろ うか 。 また 『悪趣 清浄 タ ン トラ 』に つ い て は 、 羽

田野伯猷博士 が い うよ うに悪趣 ・罪障を清め る とい う経典の 性格が 「チ ベ ッ ト

人の 志 向 に適 合 した」20）とい う面 も考慮 され よ う。 『一 切儀軌集』は 先 の カ テ

ゴ リ
ー

で も見た よ うに 、 所作タ ン トラ （また は瑜伽 タ ン トラ）に分類 され 、 当初
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そ れ は翻 訳 を予定 さ れ たが 、 後 に却 下 され た もの と考 え られ ない だ ろ うか 。

『一 切儀軌集』 は性 的瑜伽 を説 き無上瑜伽 （母）タ ン トラ と何 らかの 交渉 を伴 っ

て い たタ ン トラで あ ると される （『タ ン トラ義入亅で は性的瑜伽 を説 く部分 は 回避 さ

れ て い る ）21）
。 そ うした 無上 瑜 伽 的 側 面 を持 つ タ ン トラ を多 く引用 する 点が 、

『タ ン トラ義入』（さらに は 「真実摂経』）の 訳 出が 『デ ン カ ル マ 目録』に リス トさ

れ な か っ た 理由の 1 つ と考 え られ る 。 また そ こ で 引用 され る 『一切 儀軌集』や

『金剛頂 タ ン トラ』が翻訳 され な か っ た の も当然 で ある と言 え よ う。 ま た 『上

禅定品広 釈』 に依拠 すれ ば 、 それ は 「法無我 の 修習 に よる 本尊瑜伽」 を主題 と

す る タ ン トラで あ っ た こ とが窺 える 。 お そ ら く 『一 切儀軌集』は 、 そ の い わ ば

「頓 門」 的 な性格が 密教経典統制 の 法令に 違反 した の で は ない で あろ うか 。 ブ

ッ ダ グ ヒ ヤ の こ の 部分 に関す る 密教 は 、 チ ベ ッ ト王室 仏教 の 統制に 触れ た可 能

性が 強い
。

　お よそ こ の タ ン トラ に つ い て 、 次の よ うな歴 史的経緯が ある と推定で きる 。

（1）　8 世紀半 まで に 『一 切儀軌集』及 び 『金剛頂 タ ン トラ』の 原初 的形態が

　 成立

　不空訳 『金 剛頂經瑜伽 十八 會指歸』 中に引用 され る （大正 18，286a −b）

　　　第二 会 ＝ 『金剛頂 タ ン トラj の 原初的形態

　　　第三会 ＝ 『一 切儀軌 集』の 原初 的形 態

（2） 8 世紀後半　ブ ッ ダグ ヒ ヤ の 『タ ン トラ 義入』 に 引用

（3） 9 世 紀前半　ペ ー ツ ェ ク 『デ ン カ ル マ 目録 』（8241836）に 『
一

切 タ ン ト

　ラ集』 と して 記載 され る。 また それ を Mafijuが 翻訳す る

（4） 11 世紀頃　アテ ィ
ー シ ャ （982−IO54 ）の 『菩提道灯細疏』 中に引用

　　　儀軌 タ ン トラ と して の 『一 切儀軌集』

　　　瑜伽 タ ン トラ と して の 『金剛頂 タ ン トラ 』

  　年代不詳　散佚 と再 編集

　Mafiju訳 『一切儀軌集』は 散佚 し、 『金剛頂大秘密瑜伽 タ ン トラ 』（T ・h480

　 10ta113＞ と して 、 『一 切儀軌集』 と 『金剛頂 タ ン トラ』が合揉 ・編集 され 、

　 チ ベ ッ ト訳 され る

不空訳 『十八 会指帰』は後期密教叢書群の 原初的形態を示唆す る もの で あ
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り、 そ の 十八 会 中の 第二 会 『金 剛頂 タ ン トラ』、 第三 会 『
一

切儀 軌集』は初会

『金 剛頂 経』 （『真実摂経』）の 釈 タ ン トラ と して 成立 した 。 ブ ッ ダ グ ヒ ヤ は 「タ

ン トラ 義入』で 両者 を呼 び分 けるが 、 その 引用 は すべ て 現存 の 『金剛頂大秘密

瑜伽 タ ン トラ』に見出 され る こ とか らも、 両者は 別行 とは い え 、 密接 な関係の

もとにあ っ た こ とが推 察 され る 。 こ の 二 つ の タ ン トラ は ブ ッ ダ グ ヒヤ に よ っ て

依用 され 、 そ の 重要性は 当時の 有力な訳経僧ペ ー
ッ ェ クに も認識 され て い たが 、

お そ ら くそ の 性的瑜伽 を説 く面が 災 い して 、 不完全 な形 の ま ま放置 され て しま

っ た の で あろ う、 つ い に 散佚 して しま っ た 。 8 世 紀 半 に は 成立 した こ の 二 つ の

タ ン トラ が 、
二 つ なが ら併行 して 、 別個 に イ ン ドに お い て 存在 し 、 チベ ッ ト訳

され 、 や が て 散佚 し 、

一
つ に編集され る とい う複雑 な経緯が ある こ とが わか る 。

当時の 仏教流通状況

　 8世紀後半 に お ける チベ ッ トの 状 況は 、 すで に 半世紀 に 及ぶ 中国 との 軍事的

な衝突 と和平 との 繰 り返 しに よ うや く終止符 が打 た れ 、 国政の 安定 と新 しい 文

化の 導入 に力 を注 ぎは じめ た時期 で あ る 。 仏教 はい よ い よ国教化 され （791）、

中国仏教 を退 けイ ン ド仏教 を採用 し、 そ れ を本格 的に 導入 し始め て い た 。

　 だが 当時 の チ ベ ッ ト仏教前伝期に お け る仏教流通の 状況 は い ま だ混乱 して い

た 。 まず シ ャ
ー ン タ ラ クシ タ に よる教判 の 確定が な され 、 地域信仰 の ボ ン 教 と

の 争い に 際 して はパ ドマ サ ン バ ヴ ァ の 露払い を必 要 と した 。 さ らに他宗 の み な

らず仏教 内部にお ける争論 、 い わゆ る サ ム イ ェ 宗論 （シ ャ
ー

ン タ ラク シ タ 、 カ マ

ラシ ー ラ vs 摩訶 衍）が あ り、 チ ベ ッ ト仏教 は 頓門 派 ・漸門派 の 二 者択
一

的 な状

況に あ っ た 。 そ の論 争の さな かで シ ャ
ー ン タ ラ クシ タ は不慮 の 死 を遂 げ （783）、

論争 に勝 利 した カ マ ラ シ
ー

ラ も殺害 され る こ とに な る （797＞。 ブ ッ ダ グ ヒヤ の

チベ ッ ト王 へ の 書簡に お い て 、 「チベ ッ トに 行けば命の 保証は ない 」 と文殊菩

薩か ら教示 を受けた とい うの は 、 うが っ た見方 をす る な らばそ の よ うな時代状

況 を告 げて い る の か も しれ な い
。 また彼 の 弟子 に ヴ ィ マ ラ ミ トラ 22）が い る 。

ニ ン マ 派 の 祖 とされ る ヴィ マ ラ ミ トラ は 、 サ ム イ ェ の 論争 に 会 して 、 イ ン ド仏

教者 と して あ りなが ら も頓 門派 の 側 に 親 しか っ た とされ 、 彼は 入蔵 10 年 あ ま

りで 中国へ 去 っ た と伝 え られ て い る （797）。 しか しそ れ は頓 門派 とい うの で は

な く、 自己 と本尊 とに差 別 を設 けない とい う意味 で の 「即 身成仏」を説い た 側
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面が 、 頓門派と見 なされ た もの で は なか ろ うか 。 そ して その 点に お い て は ブ ッ

ダグ ヒ ヤ の 密教 もまた い わ ゆ る 「正統」 とは抵触する側面 もあ っ た と思 われ る 。

サ ム イェ 宗論は 、 しば しばイン ド仏教 （漸門派）対中国仏教 （頓門派）とい う構

図で 語 られ るが 、 む しろそ れ は 大乗仏教 の 2 つ の 実践道 を代表す る もの で あ っ

た と考え られ る 。 す な わち前者 は 僧院の 中で 伝統 的 ・基 本的 な大乗教学 を修 め

る 修道僧の 系統で あ り、 後者は 僧 団の 外 で 必 ず しも仏教の 伝統 に と らわれず に

自由な宗教儀礼 を行うヨ
ー

ギ ン の 系統 で ある 23）
。

　ブ ッ ダグ ヒヤ はい わ ゆ る仏教 タ ン トリス トと して あ りなが ら 、 基本的 な仏教

学 を修 め た学匠で あ り、 そ の 教学 は 8 世紀の イ ン ドにお け る後期大乗 教学 24）

を背景 と して い る 。 しか しなが ら彼に はその よ うな正 統的側面 と
、

い まだ把握

しきれ な い 異端的側面 とが共存 して い る 。 彼 の 引用す る文献の 中に は 、 上 記 の

タ ン トラ分類 に属 さない 文献 も含 まれ て お り、 就 中ニ ン マ 派文献 中に は 、 おそ

ら くブ ッ ダ グ ヒ ヤ に仮 託 された と思 われ るが 、 彼 に よ っ て 翻訳 され た密教経典

が存在す る 25）
。 これ らを単 に ニ ン マ 文献で あ る とい う理 由の み で 排 除す る な ら

ば 、 後世 に西蔵大蔵経 に編入 され た ニ ン マ 文献 ももち ろ ん 彼の 著作 とは見な す

こ とは で きない
。 後世 の 仏典編 纂者が彼 の 著作 と見な して い る以上 は 何 らか

の 影響 を与 えた もの で は ない か と推測 して み る こ と も必 要 で あろ う。 チ ベ ッ

ト仏教前伝期の 密教 は 、 多 くニ ン マ 派 に つ な が る 密教 と非常 に近 しい 関係 を

持 つ こ とが指摘 され て い る 26）
。

　一
般 に無上 瑜伽 ・後期密教 タ ン トラ は 、 す で に 8 世紀 当時の イ ン ドにお い て

成立 して い た と推測 されて い る 。 しか しなが らそ の 後期密教 タ ン トラ を当時の

イ ン ド仏教 の 学 匠た ちが 参照 して い た とい う積極的 な証拠 は あ ま り見出すこ と

が で きな い 27）
。 その 点 につ い て はブ ッ ダ グ ヒヤ もまた同様で ある 。 しか しなが

ら論著 中に 引用が 見出 され ない とい うこ とを もっ て 、 ブ ッ ダ グ ヒ ヤが後期密教

タ ン トラ を知見 して い なか っ た とは必ず しも言 い 切れ ない
。 すで に か つ て 指摘

した こ とが ある よ うに 、 ブ ッ ダ グ ヒ ヤ は 『サ マ ー ヨ ー ガ タ ン トラ』 とい う無上

瑜伽 （母）タ ン トラ と見 られ る タ ン トラ を知見 して い た こ と も窺え る 28）
。 その 密

教はい ち じる し く 「頓門」的性格 を持ちなが ら 、 巧み に 隠 され て い る 。
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まとめ

　 ブ ッ ダ グ ヒ ヤ の タ ン トラ 分類法 を参照 し 、 『
一

切儀軌 集』 とい うタ ン トラ を

中心 に して 彼 の タ ン トリズ ム が どの よ うに受容 され たか を見た 。 ブ ッ ダ グ ヒ ヤ

の 密教 は 、 『大 日経』、 『真 実摂経』 な ど を 中心 とす る 中期密教 で あ っ た に は ち

が い な い が 、 また 同時 に そ の 密教 は後期密教 タ ン トリズ ム の 萌芽 を宿 した もの

で あ っ た と推察 され る 。 そ れ はブ ッ ダ グ ヒヤ が わずか に提示する瑜伽 タ ン トラ

にお い て 示 され 、 そ こ に彼が理 解 した タ ン トリズ ム の 極点が 示 され て い る 。 ま

たそれ らは無上瑜伽タ ン トラ と何 らかの 関わ りを持 っ て い た と推測 され る 。

　 8世紀の チベ ッ トで は タ ン トラ 文献 を翻訳 した り、 あか らさ まに タ ン トリズ

ム を称揚 した りす る こ とが 許 され なか っ た 。 お そ らくブ ッ ダ グ ヒ ヤ は 、 当時の

チ ベ ッ ト政府の 仏教統 制政策へ の 配 慮か ら、 意識 的 に タ ン トリズ ム へ の 言及 を

避 けた の で は な い か 。 あ る い は チ ベ ッ ト王 室 の 仏教統制事情を知悉 した上 で
、

タ ン トリズ ム を抑 制 した 形 で チベ ッ ト王室 に提供 ・献上 した とい う推測 もあ り

得 よ う。 『一 切儀軌集』や 『金剛頂 タ ン トラ』、 さ らに 「サ マ
ー

ヨ
ー ガ タン トラ』

は そ の 抑制 し きれ なか っ た 部分 の 表出で あ る と言 える （こ れ ら は い ずれ も r理趣

経亅系の 文献 か ら影響 を受 けて い る ）29 ）
。 8世紀半 当時の 王室 仏教 にお い て は 密教

経典の 訳 出が禁止 され 、 当時にお ける密教許容の 限 界点を示す 『デ ン カル マ 目

録』に は 『大 日経』及 び 「大 日経略釈』は リス トに 挙 げる が 、 「真実摂経』及

び 、 ほ ぼ同時期 に チベ ッ トに 送 られ た は ずの 『タ ン トラ義入』は 記載 して い な

い 。 しば ら く後に 、 タ ン トラ の 訳 出が 進 ん だ にせ よ 、 中に はつ い に 訳出 され ず

じ まい か 、 散佚 して しま っ た タ ン トラ もあ っ た に ちが い な い
。 『一 切儀軌集』

や 「金剛頂 タ ン トラ』、 『サ マ
ー

ヨ
ー ガ タ ン トラ 』は そ うした タ ン トラ の 1 つ で

あ っ た と思 わ れ 、 そ れ らは ブ ッ ダ グ ヒ ヤ の タ ン トリズ ム に 大 きな影響 を及 ぼ し

なが ら
、

チ ベ ッ トにお い て は王室仏教の 密教規制に よ っ て排除 され 、 時代の 中

で 雲散霧消 し 、 また と きに彼 自身の 思想の 内部 にお い て さ え も隠 され て しまっ

て い る の で ある 。
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